
 「ワークステイに参加して移住・就農を考えようと思った。」方が６名いらっしゃったことを

はじめ、「大学の実習とは違う農業体験ができ、今後の進路の参考となった。」と農業系の大学

生からの感想や、「今度は家族と一緒に遊びに来ます。」「また南会津に来たいと強く思った。

今度は冬に！」など、今後の更なる交流につながるうれしいお言葉をたくさんいただきました。 

 

 なお、当事業をきっかけに県外から只見町に移住されたご夫婦は、「南郷トマト」での就農に

向けた技術習得のため、Ｉターンの先輩農家で無事１年間の研修がこのほど終了しました。 

 来年は本格的に就農されるとのことから、今後も関係機関で連携し、お二人を応援していきま

す。 

 平成２４年度から実施している「南会津ふるさとワークステイ事業」は

今年度７年目となりますが、先月１１月３０日をもって、参加者募集を

終了しました。 

 

 受入農家の皆様、ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 ４月の事業開始以降、最多の１９名の方々が、受入農家指導のもと、南会津の大自然の中

でトマト・りんごの収穫や、稲刈り作業などを体験しました。 
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これまでの参加人数 

今年度参加者なんと！過去最多の１９名 

       (人) 

  H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 

参加者数 12 8 17 10 5 15 19 

受入登録農家数 6 5 16 14 11 10 11 
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１ 事業の紹介 

 当事業は、南会津地方の農林家等に宿泊しながら、受入農家の方と一緒に行う農作業

等を通して、田舎暮らしから新規就農を見据えた本格的な農作業まで体験できる、「お

試し」的な新規就農支援事業です。 

 日程や希望する農作業の内容など、受入に関する調整事務は、当事務所企画部が窓口

となって行います。なお、ワークステイ期間中の参加者の費用負担は、基本的にありま

せん。 

 （２）平成３０年度受入募集期間 
平成30年4月2日（月）～平成30年11月30日（金） 

（１）コース内容 ※Ｈ３０実績 チャレンジコース（１４名）、猫の手コース（５名） 

 （３）平成３０年度参加者内訳 
※町村別参加者数 下郷町(４名)、只見町(１名)、南会津町(１４名) 

本本格的な就農も

視野に入れた実践コース！

初心者の方も安心！

はじめての農業コース！

☆「就農を考えており、
農作業をトコトンやって
みたい方」「類似事業の
参加経験豊富な方」はオ
ススメです！

☆「土いじりをするのは初め
て」「農作業や田舎暮らしを
体験してみたい」という方はオ
ススメです！

チャレンジコース 猫の手コース

性別 年齢 職業 住所 主な作業内容
1 男 40 会社員 西郷村 H30.5.26-H30.5.27 1泊2日 南会津町 佐藤　政和 スターチスの定植
2 男 37 会社員 埼玉県 H30.7.28-H30.7.30 2泊3日 南会津町 酒井　陽臣 トマトの収穫

3 男 20 学生 千葉県 H30.8.7-H30.8.12 5泊6日 南会津町 馬場　徹 トマトの収穫
4 女 67 無職
5 女 67 無職
6 女 48 会社員 神奈川県 H30.8.11-H30.8.12 1泊2日 南会津町 湯田　孝義 秋野菜の播種
7 女 21 学生 東京都 H30.8.17-H30.8.22 5泊6日 南会津町 馬場　徹 トマトの収穫
8 女 21 学生 東京都 H30.8.21-H30.8.24 3泊4日 只見町 目黒大輔 トマトの収穫
9 女 19 学生
10 女 19 学生
11 男 75 無職 千葉県 H30.9.14-H30.9.17 3泊4日 南会津町 佐藤　政和 リンドウの収穫
12 男 51 会社員
13 男 18 学生
14 男 21 学生 東京都 H30.9.25-H30.9.30 5泊6日 南会津町 湯田　孝義 稲刈り
15 男 49 公務員
16 女 48 パート
17 男 65 会社員 埼玉県 H30.10.17-H30.10.20 3泊4日 南会津町 月田　禮次郎 カラー球根の選別
18 男 30 会社員 東京都 H30.10.25-H30.10.26 1泊2日 南会津町 湯田　孝義 籾殻燻たん作り
19 男 41 会社員 会津若松市 H30.10.30 日帰り 南会津町 月田　禮次郎 カラー球根の土取り

滞在 受入農家

下郷町

下郷町

小山　常喜

星　由夫

南会津町 酒井　陽臣

南会津町 馬場　徹

茨城県 H30.9.15-H30.9.17 2泊3日

神奈川県

野菜の収穫

りんごの収穫

トマトの収穫

トマトの収穫H30.9.22-H30.9.24 2泊3日

H30.8.9-H30.8.10神奈川県 1泊2日

H30.9.10-H30.9.13神奈川県 3泊4日



２ 参加者アンケート結果（有効回答数１９名）  

（１）本事業を知ったきっかけは何ですか？ 

（２）参加を決めた理由は？ （３）ワークステイを体験して、 

   どのように感じましたか？（複数回答） 

（４）農作業の感想等（抜粋） 

（複数回答） 
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内容 人数 備考 

 ホームページ ２  おいでよ南会津、南会津ふるさとワークステイ 

 新聞・雑誌 ０   

 友人・知人からの紹介 ６  大学の先生の紹介  

 その他 １１ 

 日本橋ふくしま館でチラシを見て、棚田オーナーでお

世話になったことがあったため、「新・農業人フェア」、大

学の先生からの紹介、大学でのチラシ 

内容 人数 

 居住地に近い 2 

 体験内容に関心があった 13 

 福島県に関心があった 5 

 南会津地方に関心があった 7 

 移住を検討している 3 

 食費・宿泊費を抑えられる 1 

 農業について学ぶため 13 

 その他 1 ※ 

内容 人数 

 田舎暮らしをもっと体験したい ８ 

 移住・就農を考えようと思った ６ 

 都市と農村の交流を続けたい ４ 

 南会津地方の魅力を感じた １２ 

 農業についてより一層興味が湧いた １１ 

 移住・就農は考えていない ０ 

・トマトだけでなく、地域のこと、南会津の過去・現在のことなど、沢山のことを教えていただいた。よい師匠に巡り

合えて光栄。 

・有意義で何よりもおもしろいこのワークステイ事業は、もっと多くの人が参加して、経験を経て、南会津の農業を

担う人が出てくることを期待します。（自分も含めて） 

・孫のように可愛がってもらった。「南郷トマト」が大好きになった。東京であまり見ないのでまた食べに来たい。 

・学校にいるだけでは、出会えない方々と話をすることは、とても刺激的でした。地域の担い手となるような社長さ

んのお話は考えることが多く、自分は勉強、経験ともにまだまだ足りてないと痛感した。今後、たくさん勉強して、働

いてまた只見に来たいと思う。 

・農業を学ぶ生徒として農家の生活を知れたことは、これからの学習に役立つ事と思った。 

・りんごの作業だけではなく、さまざまな経験をさせていただき、本当に充実していた。また、会いたいと思わせてく

ださる素敵な方々でした。 

・青空の下での野菜の収穫はワクワクした。従事される方のおおらかさと謙虚さと思いやりなど大切なものを教え

られた貴重な体験だった。 

・公務員として農業政策に関わりたいと思っているので、今回の経験は大切にしたい。 

・農家さん、従業員さんがいつも明るく、作業の合間の歓談も楽しい雰囲気で、皆さんの元気さに圧倒され、皆さん

自身が大きな夢を持たれていると感じた。 

・移住・就農が実現できる可能性を見いだすことができました。多忙な中、とても丁寧に対応して下さり、多大な心

遣いに感謝している。また南会津に行きたいと思わせて下さった。 

・このワークステイは私たちのように移住を考えている人だけでなく、農業に関心を持つ人にもよい取組みだと思

う。 

感 想 

※お手伝いできたらうれしいと思ったから 
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 今年度のワークステイ事業及び次年度事業

構築に向けて、受入農家皆様のご意見を頂戴

するため、平成３１年３月上旬頃に受入農家

交流会を開催する予定です。 

是非、ご参加願います！ 

※詳しい開催日時等は 

後日お知らせします。 

～編集後記～ 

 管内町の友好都市・姉妹都市でのホーム

ページ、パンフレットでの周知、県のホーム

ページや、東京の「日本橋ふくしま館」「福

が満開、福しま暮らし情報センター」でのパ

ンフレットで、広く参加者を募集しました。 

 また、今年度も全国から農業法人や市町村

等が参加する「新・農業人フェア」(7/28、

9/1 東京会場)に出展しました。その結果、

9/1に来場された３名の方々にお申込いただ

き、参加誘導することができました。 

 今後は「JOIN移住・交流地域おこしフェ

ア」(1/20東京会場)でPRする予定です。 

３ ＰＲ活動 

４ 農家民泊開設に関心がある方へ 
 南会津地方では、他県などからの小・中学生等を受け

入れて、農村生活を体験してもらう「農家民泊」の

推進にも積極的に取り組んでおります。 

 子どもたちに南会津の魅力や農作業の楽しさを教えて

みませんか？ 

 ご興味のある方は、当所企画部までお気軽にお問い合

わせください！ 

 受入農家の皆様、今年度の参加者と

の交流はいかがでしたか？参加者

１９名という多くの方に参加して

いただくことができました。 

 引き続き事業への御協力をお願い

申し上げます。寒さに向かう時節

柄、くれぐれもご自愛ください。 

（相原）     

【新・農業人フェア(東京会場7/28))でのＰＲ】 


